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４２日間の夏休みが終わり、学校に子どもたちの元気な声が戻ってきました。各地で台風や大雨の被

害が報道され、交通機関にも大きな影響が出ましたが、この夏休み、ご家族で楽しい思い出はできたで

しょうか。夏休み期間中、大きな事故や怪我及び熱中症等の報告もなく、お陰さまで本日無事に２学

期の始業式を迎えることができました。夏休み中に２名の転出児童があり、全校児童数は１１７名に

なりました。夏休みを終え、心身ともにひとまわり大きく成長した子どもたち。いよいよ２学期のス

タートです。２学期も学校と家庭・地域が力を合わせて子どもたちの成長を後押ししていくことがで

きますようご支援・ご協力をよろしくお願いします。

令和５年度 全国学力・学習状況調査（６年)の結果について

７月３１日に文部科学省が、今年４月に行われた全国学力・学習状況調査の結果を公表しました。

今回の文部科学省からの報告を受けて、６年生には、個人資料を配付しています。

本校の結果は次のとおりです。

■学力調査の結果（平均正答率）

国語 本校６７% （山口県６７％ 全国６７．２％）

算数 本校５５％ （山口県６１％ 全国６２．５％）

算数は全国平均正答率を若干下回ってはいますが、国語は県・全国平均と同等でした。日々の授業

では学習に向かう姿勢はよく、全体的には、着実に学力が定着してきています。この調査結果が児童

に身についている学力の全てではありませんが、全国で一斉に行われている調査ですので、一つの指

標にはなります。

調査の結果、本校では次のような傾向が見られました。

【国語】

漢字を正しく使うことはできているが、「図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるよう

に書き表し方を工夫すること」について、は正答率が低かった。また、条件を満たした作文を書く

ことや敬語の使い方に課題が見られる。

【算数】

「数と計算」の領域についてはよく理解しているが、「高さが等しい三角形について、底辺と面積

の関係を基に面積の大小を判断し、その理由を言葉や数を用いて記述すること」について、正答

率が低かった。「割合」の問題など「変化と関係」の領域についても課題が見られる。

この調査結果も踏まえながら、以下のような学力向上に向けての取組を今後も継続して行ってまい

ります。

○ 日々の授業を大切にし、正答率の低かった設問の分析を行い、授業の工夫・改善・充実を図る。

○ 「やまぐち学習支援プログラム」のプリントなどを活用し、学力の定着を図る。

○ 朝学の時間等でＡＩドリル（ドリルパーク）を活用して、一人一人に応じた学力の向上を図る。

○ 児童の実態に応じた短作文・条件作文等を実施し、文章力・作文力の向上を図る。

【学校教育目標】
地域を愛し、地域からも愛される児童の育成

２学期スタート



９月行事予定

【７月２７日 竹細工教室】

灘地区社会福祉協議会の皆様等のご協力によ

り、３年生以上の希望者２５人が竹細工に取り

組みました。３，４年生はガリガリトンボ、５，

６年生は竹トンボに挑戦しました。子どもたち

は使い慣れないノコギリや小刀に苦戦しながら

も、地域の方に手伝っていただきながら作品を

完成させ、早速、回したり、飛ばしたりして楽

しんでいました。日頃できない貴重な体験をさ

せていただくとともに、夏休みの楽しい思い出

の一つとなりました。地域の皆様、どうもあり

がとうございました。

【８月２０日 環境整備作業】

４年ぶりに今年は、予定どおり環境整備作業

を行うことができました。保護者、地域の皆様

に多数ご協力いただき本当にありがとうござい

ました。育英会役員の皆様には前日の準備でも

大変お世話になりました。当日は暑い中、熱中

症にもご注意いただきながらの作業でしたが、

１時間ほどで運動場周辺等が見違えるほどきれ

いになりました。おかげさまで、子どもたちは

美しい環境の中で、２学期をスタートすること

ができました。ありがとうございました。

ご協力ありがとうございました
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